
介紹

紹

介

赤
松
俊
秀
教
授
退
官
記
念
事
業
会
下

『
鷲
図
嚢
綴
国
史
論
集
』

　
京
都
大
学
名
誉
教
授
文
学
博
士
赤
松
俊
秀
先
生

の
京
都
大
学
文
学
部
定
年
退
官
を
記
念
し
て
、
京

都
大
学
で
の
受
業
生
お
よ
び
関
係
者
か
ら
献
呈
さ

れ
た
論
文
七
〇
篇
を
収
載
す
る
大
冊
『
赤
松
俊
秀

教
授
退
官
記
念
国
史
論
集
』
が
、
過
日
、
刊
行
さ

れ
た
。
赤
松
博
士
は
、
明
治
四
十
年
、
北
海
道
石

狩
国
上
川
郡
鷹
栖
村
に
生
ま
れ
ら
れ
、
道
庁
立
旭

川
中
学
校
、
第
一
二
高
等
学
校
を
経
て
、
昭
和
三
年
、

京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
に
入
学
、
国
史
学

を
専
攻
し
て
、
昭
和
六
年
に
卒
業
さ
れ
た
。
つ
い

で
同
文
学
部
副
署
を
経
て
、
昭
和
七
年
、
京
都
府

史
蹟
勝
地
保
存
委
員
会
臨
時
調
査
委
員
、
昭
和
十

五
年
に
は
京
都
府
主
事
に
任
ぜ
ら
れ
、
学
務
部
社

寺
課
に
勤
務
さ
れ
た
。
以
後
、
昭
和
二
十
六
年
八

月
ま
で
、
京
都
府
に
あ
っ
て
史
蹟
・
寺
宝
な
ど
文

化
財
調
査
に
専
念
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
二
十
四

年
に
は
、
全
国
に
さ
き
が
け
て
設
立
さ
れ
た
京
都

府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
存
課
の
初
代
課
長
に
就

任
さ
れ
て
、
新
た
な
文
化
財
保
護
行
政
に
尽
力
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
八
月
、

京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
に
転
じ
ら
れ
、
昭
和
二

十
八
年
、
教
授
に
昇
任
、
國
史
学
第
二
講
座
を
担

嶺
さ
れ
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
、
定
年
退
官
を
む

か
え
ら
れ
た
。

　
赤
松
博
士
の
学
問
的
業
績
は
主
著
『
鎌
倉
仏
教

の
研
究
』
『
続
鎌
倉
仏
教
の
研
究
』
『
古
代
中
世

社
会
経
済
史
研
究
』
『
京
都
寿
史
考
』
に
も
窺
え

る
よ
う
に
、
社
会
経
済
史
・
政
治
史
・
仏
教
史
・

美
術
史
な
ど
多
方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

『
恩
讐
寺
新
要
録
』
『
隔
翼
記
』
　
『
教
王
護
国
寺

文
謹
『
塁
糠
錺
某
書
紀
神
袋
』
な

ど
史
料
の
公
刊
に
も
熱
情
を
注
が
れ
、
学
界
に
多

大
の
御
益
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
博
士
の
学
生
に
対
す
る
指
導
は
、
厳
し
い
な
か

に
も
温
情
あ
ふ
る
る
も
の
で
あ
っ
だ
。
と
り
わ
け

印
象
深
か
っ
た
の
は
、
国
史
研
究
室
所
蔵
文
書
を

用
い
て
の
古
文
書
学
の
演
習
で
、
文
字
通
り
眼
光

紙
背
に
徹
し
て
史
料
を
読
み
指
遵
さ
れ
る
博
士
の

旗
影
で
あ
り
、
『
平
安
遺
文
』
の
演
習
で
は
、
と
も

す
れ
ば
見
過
し
が
ち
の
文
書
か
ら
さ
え
、
い
う
ん

な
史
実
を
手
繰
り
出
さ
れ
る
読
み
の
深
さ
、
あ
の

分
厚
い
ノ
ー
ト
に
象
徴
さ
れ
る
研
究
蓄
積
の
躍
大

さ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
思
い
を
抱
く
の
は
、
決

し
て
私
の
み
で
は
あ
る
ま
い
。

　
博
士
は
、
真
整
な
研
究
態
度
で
、
受
業
生
を
厳

し
く
か
つ
温
か
に
指
導
さ
れ
、
こ
こ
に
多
く
の
後

進
者
が
育
っ
た
。
今
後
も
ま
す
ま
す
御
壮
健
に
、

末
永
く
私
ど
も
後
進
を
御
指
導
下
さ
る
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
本
書
に
は
、
各
時
代
に
わ
た
る
献
呈
論
文
七
〇

篇
と
、
巻
頭
に
博
士
の
最
終
講
義
に
か
わ
る
論
放
、

及
び
略
年
譜
・
著
作
略
呂
録
を
収
載
す
る
。
以
下
、

収
載
論
文
の
タ
イ
ト
ル
と
執
筆
者
を
紹
介
す
る
。

平
清
盛
の
信
仰
に
つ
い
て
　
　
　
　
赤
松
俊
秀

古
代
史
研
究
に
於
け
る
史
料
…
三
、
四
世
紀

　
の
日
本
－
　
　
　
　
　
　
　
林
屋
辰
三
郎

倭
の
五
王
の
外
交
－
司
馬
曹
達
を
中
心
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
元
義
種

激
烈
地
方
の
部
民
分
布
に
つ
い
て
　
吉
田
　
晶

い
わ
ゆ
る
「
難
波
遷
都
」
に
つ
い
て

孝
徳
紀
の
叙
述
と
編
成

和
風
二
号
と
神
代
史

平
城
京
と
条
里
制
地
割

門
脇
禎
二

八
木
　
充

上
田
正
昭

秋
山
日
出
雄
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乱
筆
媛
皇
后
と
光
明
皇
后
　
　
　
　
直
木
孝
次
郎

律
令
国
家
の
浮
逃
対
策
　
　
　
　
　
鎌
田
元
一

右
京
計
帳
手
実
に
つ
い
て
　
　
　
　
岸
　
　
俊
男

黒
戸
に
つ
い
て
－
律
令
的
良
賎
制
成
立
過
程

　
の
一
側
面
－
　
　
　
　
　
丹
生
谷
哲
一

行
基
と
三
世
一
身
法
　
　
　
　
栄
原
永
遠
男

知
識
と
教
化
i
古
代
仏
教
に
お
け
る
宗
派
性

　
の
起
源
一
　
　
　
　
　
　
　
　
薗
田
香
融

奈
良
時
代
に
於
け
る
釈
迦
信
仰
に
つ
い
て

一
東
大
寺
大
仏
の
造
営
と
釈
迦
信
仰
の
関

　
係
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岡
定
海

大
和
国
府
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
和
田
　
　
葦

九
世
紀
に
お
け
る
農
民
支
配
の
変
質
一
－
「
公

　
民
」
か
ら
平
民
百
姓
へ
1
　
　
野
田
錦
帯

公
営
田
政
策
の
前
提
　
　
　
　

小
林
昌
二

不
堪
佃
田
奏
の
成
立
　
　
　
　
佐
藤
宗
諄

栄
山
寺
の
興
福
寺
末
寺
化
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
田
雄
介

院
政
期
貴
族
の
帝
王
観
　
　
　
　
　
田
中
文
英

知
行
年
紀
制
の
発
生
に
関
す
る
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
瀬
　
　
勝

弘
福
寺
領
大
和
国
広
瀬
庄
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
寛
司

『
洛
陽
田
楽
記
』
を
め
ぐ
っ
て
　
　
井
上
満
郎

中
世
宇
佐
宮
領
編
成
の
一
・
二
の
特
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
敬
一

九
体
阿
弥
陀
堂
小
論
　
　
　
　
　
　
大
石
良
材

建
久
元
年
の
歴
史
的
意
義
　
　
　
　
上
横
手
雅
敬

美
術
史
料
と
し
て
の
浄
土
寺
縁
起
毛
利
　
久

裁
判
至
要
抄
に
見
え
る
悔
還
権
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
稔

聖
霊
送
太
子
講
式
に
つ
い
て
　
　
川
岸
宏
教

高
田
専
修
寺
の
草
創
と
念
仏
聖
　
　
平
松
令
三

弘
安
八
年
周
防
国
与
田
保
田
面
繋
　
国
守
　
　
進

東
大
寺
膨
大
和
国
河
上
庄
の
構
造
　
泉
谷
康
夫

日
野
資
朝
小
論
－
南
北
朝
時
代
公
家
動
向
の

　
一
側
面
一
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
良
信

建
武
政
権
の
所
領
安
堵
政
策
に
つ
い
て

　
一
一
同
の
法
お
よ
び
徳
政
令
の
解
釈
を
中

　
心
に
i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
俊
雄

妙
法
院
古
文
書
若
干
に
つ
い
て
　
　
村
山
修
一

伊
賀
に
お
け
る
守
護
所
の
自
立
　
松
山
　
宏

室
町
時
代
の
高
野
山
領
荒
川
荘
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熱
田
　
　
公

一
四
・
五
世
紀
に
お
け
る
二
毛
作
発
展
の
問
題

　
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
圭
一

近
江
国
徳
珍
保
野
方
忌
屋
に
お
け
る
農
業
生
産

　
の
あ
り
方
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山
幸
彦

大
和
の
境
域
に
つ
い
て
一
曾
爾
・
御
杖
・
龍

　
口
を
中
心
に
1
　
　
　
　
　
　
朝
倉
　
　
弘

申
世
畿
内
に
お
け
る
借
銭
・
借
米
の
位
置

　
一
天
文
十
五
・
六
年
の
場
合
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
端
泰
子

中
世
末
期
の
地
主
的
土
地
所
有
i
美
濃
国
里

　
徳
寺
の
売
券
－
　
　
　
　
　
　
大
山
喬
平

戦
国
時
代
の
加
地
子
得
分
　
　
　
　
藤
井
譲
治

播
磨
国
衙
と
称
名
寺
に
つ
い
て
　
　
石
田
善
人

東
寺
百
合
文
書
の
伝
存
に
関
す
る
二
・
三
の
問

　
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
島
　
　
有

織
豊
期
の
堺
代
官
　
　
　
　
　
　
朝
尾
颪
弘

盤
臣
政
権
と
島
津
氏
　
　
　
　
稲
本
紀
昭

　
毛
利
・
小
畢
川
氏
と
真
宗
i
山
口
端
坊

　
文
書
の
分
析
－
　
　
　
　
　
　
児
玉
　
　
識

小
倉
家
文
書
に
つ
い
て
1
上
杉
景
勝
、
上
杉

　
鷹
山
関
係
史
料
の
若
干
一
　
　
横
田
健
一

狂
言
固
定
の
歴
史
的
前
提
　
　
　
　
松
尾
　
　
寿

近
世
美
濃
に
お
け
る
本
願
寺
教
団
の
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
川
道
夫

幕
藩
制
下
の
仏
教
一
宗
旨
・
寺
替
を
め
ぐ
っ
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介紹

　
て
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
西
　
　
弘

組
侠
先
生
年
譜
細
君
墓
表
神
主
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
中
寛
司

安
藤
昌
益
の
史
料
と
儒
教
思
想
　
　
三
宅
正
彦

高
槻
藩
の
心
学
禁
令
と
手
島
夕
影
「
社
約
」
の

　
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
實

天
満
天
神
社
と
大
坂
町
人
－
大
塩
の
乱
前
後

　
に
お
け
る
一
　
　
　
　
　
　
　
時
野
谷
　
勝

近
世
に
お
け
る
地
球
計
測
の
一
例
－
加
賀
藩

　
士
　
遠
藤
高
環
の
場
合
一
　
　
高
瀬
重
雄

文
久
元
年
の
高
山
銀
絞
吹
所
経
営
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
保
治

幕
末
、
薩
摩
藩
の
鋳
銭
に
つ
い
て
　
小
葉
田
淳

摂
津
国
一
橋
領
知
の
石
代
　
　
　
　
酒
井
　
　
一

福
沢
諭
吉
の
少
年
時
代
　
　
　
ひ
ろ
た
・
ま
さ
き

宝
詐
節
不
制
定
始
末
　
　
　
　
　
　
有
泉
貞
夫

D
・
W
・
ラ
ー
ネ
ッ
ド
の
政
治
学
講
義
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
井
六
郎

伊
藤
侯
の
訪
英
に
つ
い
て
　
　
　
彰
　
澤
周

一
八
九
七
年
の
営
業
税
反
対
運
動
1
そ
の
若

　
干
の
局
面
に
つ
い
て
一
　
　
　
江
口
圭
一

慶
門
事
件
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
山
本
四
郎

明
治
期
の
公
共
図
書
館
　
　
　
　
　
埜
上
　
　
衛

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
水
脈
一
石
橋
湛
山

　
と
そ
の
先
行
者
た
ち
1
　
　
　
松
尾
尊
禿

昭
和
初
期
の
石
川
三
四
郎
一
個
人
紙
『
デ
ィ

　
ナ
ミ
ッ
ク
』
の
紹
介
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
真
人

国
家
総
動
員
に
関
す
る
一
考
察
一
1
「
国
家
総

　
動
員
法
」
成
立
前
史
一
　
　
里
上
龍
平

　
　
（
菊
判
一
、
二
五
〇
頁
　
　
九
七
二
年
一
二
月
　
赤

　
松
俊
秀
教
授
退
宮
記
念
事
業
会
刊
　
京
都
大
学
文
学

　
部
同
門
史
研
究
晦
載
内
読
切
凸
ム
瓜
　
　
｛
ハ
、
五
∩
X
）
円
　
　
送
料

　
実
費
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
田
　
葦
　
京
都
大
学
助
手
）

会
　
告

左
記
の
ご
と
く
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
御
参
会
下
さ

い
。

　
日
時
　
十
一
月
二
日
（
金
）
午
後
一
時
よ
り

　
場
所
　
京
大
楽
友
会
館

公
開
講
演

　
ク
リ
ミ
ヤ
戦
争
と
東
ア
ジ
ア

　
　
椙
山
女
学
園
大
学
教
授
　
中
山
治
一
氏

　
関
東
大
震
災
以
後
五
十
年

　
　
京
都
大
学
助
教
授
　
　
　
松
尾
尊
翁
氏

心墨
　　牽奉

発
行
人

印
刷
所

瑚
明
語
翻
定
価
四
五
〇
円

林
　
　
　
（
第
五
六
巻
簾
三
号
）

京
都
市
左
東
区
吉
田
本
町

京
都
次
学
文
学
部
内

　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
理
事
長
　
　
羽
　
　
田
　
　
　
明

　
京
都
市
下
京
区
西
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

　
中
村
印
刷
株
式
会
社

169 （487）


